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研 究 課 題     ： 対馬の観光業における今後の展望                                      

                                             

                                             

  （英文） Future Prospect of Tsushima’s Tourist Industry                                     

                                             

研 究 概 要      ： 

（研究課題を選んだ動機、達成するための計画・目的・方法等について 200～400 字で記入してください） 

 九州よりも朝鮮半島に近いという地理的特性を持つ対馬は、長崎県に属する離島である。南北

82km、東西 18kmの細長いこの島は、釜山から 49.5km、博多から 138kmの距離に位置し、さながら日

本列島と朝鮮半島の間に置かれた飛び石のようである。対馬北部の比田勝という港町は、釜山から

船で 1 時間半しかかからないため、韓国人観光客で溢れており、島の経済は韓国人観光客に大きく

依存している。しかし、観光客が増えれば増えるほど良いわけではなく、2018年には人口 3万人の

対馬に年間 40万人の韓国人観光客が訪れることになり、オーバーツーリズムの問題に直面した。主

な要因としては、観光業に対して労働力が満足に供給されておらず、受け入れ態勢が不十分なもの

となっていることが挙げられる。今夏に対馬を訪れて、地元の商店や役所にインタビューをしたと

ころ、対馬では人口減少と過疎化・高齢化が急速に進行していることから、宿泊施設や飲食店は常

に人手不足の問題を抱えていることが分かった。そこで、対馬の観光業における労働力の創出方法

について考えていきたい。 

研 究 成 果      ： 

（研究の結果概要、結果に対するフィードバックや感想等について 200～400 字で記入してください） 

 対馬では、移住金を付与するだけではなく、余っている雇用や家を提供し、島へ留学するという

形を取ることも視野に入れていくべきではないかという結論に至った。実際に対馬市に訪れてみて、

対馬の人々は定住者の獲得という気持ちが根強いということが分かったが、いきなり増やすという

ことはとても難しいため、定住に拘らず移住者を増やすべきであるのではないかと考えた。そのた

め現在の対馬の経済を停滞させないためにも、移住者を迎え入れることによって、持続可能な街づ

くりが可能になるのではないかと考えた。                                           
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